








「要約」

航空機搭乗に伴う環境や労作条件に基づく健康障害には、様々な因子が存在すると予測さ

れる。しかし、女性客室乗務員(スチュワーデス等)の母性生理に及ぼす影響については未

だ明らかにされていない。

本研究では、振動、気圧変化、時差といった物理的・生物的環境および勤務労作姿勢等の

因子が母性生理にどのような影響を与え、どのような健康障害をもたらすかについて文献

調査を行うと共に、今後女性客室乗務員に対し、いかなる点に焦点を当てた心身の健康管

理が必要とされるかについて考察することを目的とした。

その結果、環境が身体へ及ぼす影響として疲労蓄積や睡眠障害による内分泌系の乱れ、月

経障害、子宮下垂・位置異常をはじめとする婦人科的健康障害が生じやすいことがわかっ

た。しかし、個々の環境要因がそれらの問題とどの程度関連しているのかを検討している

研究はほとんど行われていない。ゆえに、月経困難、疲労感、妊娠経過については航空機

搭乗に類似した環境特性をもつ職種(例えばバスガイド等)との比較の上で、航空機搭乗女

性の生活時間とその内容を把握するための実態調査をおこなうことが有効と考えられた。

さらに、潜在的な母性にかかわる健康障害と母性を保護するための具体的な施策を構築し

ていくための基盤について検討することが望まれる。


